
■土地利用型作物を中心に、農地集積・集約による面積拡大、新しい技術の導入を進めるなど、
地域農業の振興に注力

■地元小学校や幼稚園への田植えや稲刈り作業などの農業体験を通じた食育活動に、
継続的に取り組んでいる

たぐち農産株式会社（滋賀県彦根市）
会社の概要

生産概要

取組のポイント

取組成果

■【作付面積】水稲：38.7ha、小麦：31.8ha、大豆：28.9ha（R3）

■役員３名、従業員７名
■平成22年（2010年）に設立

＜先進的な営農技術の導入＞

■滋賀県が認証する「環境こだわり農産物」の生産に取り組み、減農薬・減化学肥料栽培を実践

■２年３作でのブロックローテションを実施（水稲→小麦→大豆）

■湿害対策技術の導入（小麦・大豆）
・小麦 播種前に「プラソイラ」を用いた深耕を実施
・大豆 播種前の「プラソイラ」を用いた深耕に加えて弾丸暗渠を施工

＜団地化に向けた取組＞

■麦種に応じた最適な追肥の実施（小麦）
施肥効率の高い後期重点施肥を実施し、小麦の単収向上を目指す

■ドローンによる生産の高度化・省力化（小麦・大豆）
ドローンの活用により、病害虫防除作業を省力化

＜団地化率の向上＞

■小麦 67.8%（R3）→88.1%（R4）→ 82.8%（R7目標）

■大豆 58.5%（R3）→86.6%（R4）→ 73.5%（R6目標）

＜面積の拡大＞

■小麦 31.8ha（R3）→33.3ha（R4）→ 32.4ha（R7目標）
■大豆 28.9ha（R3）→29.3ha（R4）→ 30.0ha（R6目標）

■土壌診断に基づく土づくり（小麦・大豆）
分析結果に基づき土壌改良資材を施用する等、効率的な土づくりを実施

■団地化検討会の開催
団地化の推進に向けた作付場所・作付品種などの作付計画を、
検討するための会議を開催

ブロックローテーションを見直し団地化率の向上を図るとともに、
防除作業の省力化により面積を拡大する

＜単収の増加＞
■小麦 466kg/10a（R3）→525kg/10a（R4）
■大豆 194kg/10a（R3）→201kg/10a（R4）


